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製品についでの;ま意事項 

このガイドでは、ほとんどのモデルに共通の機 
能について説明します。一部の機能は、お使い 
のコンピューターでは使用できない場合があり 
ます。 



より詳しい情報が必要な場合またはコンピュー 
ターの返金を要求する場合は、お近くの販売店 
(こお問い合わせ〈ださい。 


ユーザー ガイド 

HP では、当社製品が環境にちえる影響を減らす 
ための取り組みを巧っています。この取り組み 
の一つとして、コンピユーターのハードドライ 
ブ上の[ヘルプとサポート]に『ユーザーガイド J ] 
および[ラーニングセンター]を含めています。 
追加のサポート情報および『ユーザーガイド J ] 
の最新版を Web サイトで参照できます。 
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安全に関するごを意 

ASin — ユーザーが义傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったり 

するおそれがありますので、ひざの上に直接コンピューターを置いて使 
巧したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしないでください。コ 
ンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してく 
ださい。通気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表 
面の硬いものを設置したり、枕や毛布、または巧類などの表面が柔らか 
いものを敷いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触れる 
位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上 
に置いたりしないでください。お使いのコンピューターおよび AC アダ 
プターは、 International Standard for Safety of Information Technology 
Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に 
関する規格に準拠しています。 
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1 ようこそ 

コンピューターをセットアップして登録した後に、な下の作業を実行す 

ることが重要です。 

• インターネットへの接続：インターネットじち続できるように、有 
線ネットワークまたは無線ネットワークをセットアップします。詳 
しくは、 24 ぺージの「ネットワーク I を参照してください。 

• ウィルス対策ソフトウエアの更新：ウィルスによる被害からコン 
ピューターを保護します。コンピューターにはウィルス巧まソフト 
ウェアがプリインストールされており、期間限定の無料更新サービ 
スが含まれています。詳しくは、 『HP ノ ートブックコンピューター 
リファレンスガイド』を参照してください。 

• コン ピューター本体の巧語：お使いの コン ピューターの各部や特徴 
を確認します。詳しくは' 10 ぺージの 「コン ピューターの概要 I 
および' 28ぺージの「キーボード'およびポインティングデバイス J 

を参照してください。 

• リカパリディスクまたはリカバリフラッシュドライブの作成：シ 
ステムが不安定な場合や障害が発生した場合に、オペレーティング 
システムおよびソフトウェアを工場出荷時の設定に戻します。手順 
については' 56 ぺージの「バックアップおよび復元 I を参照して 
ください。 

• インストールされているソフトウエアの 巧認：コン ピューターにプ 
リインストールされているソフトウェアの一覧を表示します。[ス 
夕ート] 一 [すべてのプログラム]の順に選択します。 コン ピュー 
夕一に付属しているソフ トウェアの使用について詳しくは、ソフト 
ウェアの製造元の説明書を参照してください。これらの説明書は、 
ソフトウエアにさまれている場合やソフトウ； L アの製造元の Web 
サイトで提供されている場合があります。 
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新機能 

HP CoolSense 

[HP Coo 旧 ense ] g ^ では、 コン ピューターのパフナー マンス、 温度、ま 

たはファンの速度および音を制御するようにあらかじめ定義されたな下 
のモードを使用することで、 コン ピューターの温度設定をより細かく調 
整できます。 

-[オン]:温度の上昇を防止し、 コン ピューターに触れたときに感じ 
る温度を低くする温度設定が実行されます。 

• [オフ ]: [HP Coo 旧 ense ] を オフに すると、 コン ピューターが最大の 
パフォーマンスで 動作しますが、 [オン]モー ドの場合よりも温度が高 
くなる可能性があります。 

• [自動](初期設定）：コンピューターを静止した状況で使用している 
のか、移動中に使用しているのかを自動的に判断し、使用環境に合 
わせて温度設定が最適化されます。コンピューターを静止した状況 
で使用している場合 、 [HP CoolSense ] はパフォー マンス 優先の [才 
フ]モードに設定されます。コンピューターを移動中に使用している 
場合 、 [HP CoolSense ] は温度管理優先の[オン]モードに設定されま 
す。 

:令却設定を変更するには、な下の操作を行います。 

1. [スターり一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP Coo 旧 ense ] の 順 

に選択します。 

2. :令却モードを選択します。 

Intel ® 無線ディスブレイ 

Intel 無線ディスプレイを使用すると、コンピューターの画面を無線でテ 
レビと共有できます。無線ディスプレイを巧巧するには、市販の無線テ 
レビアダプターを別途購入する必要があります。ブルーレイディスク 
など、出力保護を行っているコンテンツは、 Intel 無線ディスプレイには 
表示されません。無線アダプターの使巧に ついて 詳しくは、アダプター 
の製造元の説明書を参照 してください。 


陵 f ; ま記： 無線ディスプレイを使用する前に、お使いのコンピューターで無 
線が有効になっていることを確認します。 
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グラフ イッ クスモードの切り替え 

お使いのコンピューターには、切り替え可能な GPU が搭載されており、 
2つのグラフィックス処理モードが用意されています。コンピューター 
を外部電源からバッテリ電源に切り替えるときに、高パフォーマンス 
モードから省電カモードに切り替えて、バッテリ寿命を節約できます。 
同様に、バッテリ電源から外部電源に切り替えるときには、高パフォー 
マンスモードに戻すことができます。 


f 哉を 記： 状況によっては、コンピューターのパフォーマンスを維持するた 
U めに、モードを切り替えることができない場合や、切り替えを促される 
場合があります。また、切り替える前にすベてのプログラムを終了する 
必要がある場合もあります。 


外部電源とバッテリ電源を切り替えるときに、グラフィックスモードが 
切り替わること力 《 、コンピューターによって通知されます。必要に応じ 
て、グラフィックスモードを変更しない選択もできます。モードの切り 
替え中は、数秘間、画面が何も表示されない状態になります。切り替え 
が完了すると、通知領域にメッセージが表示され、画面が元に戻ります。 
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HP Beats Audio 

[HP Beats Audio] とは、クリアなサウンドを維持しながら制御された巧 
音を提おする拡張ナーディオプロファイルです。 [HP Beats Audio] は、 
ネ刀期設定でち効に設定されています。 

▲ [HP Beats Au 址 〇] の化音設定を調整するには、 わ+ b キーを押しま 
す。 

— イ压音設定の表示と調整は Windows® オペレーティングシス 

テムでも行うことができます。イ圧音のプロパティを表示して調整す 
るには、 [ スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一 [ハードウエアとサ 
ウンド]一 [Beats Audio Control Panel ] (HP Beats Audio コント 
口ールパネル）の順に選択します。 


な下の表に、 [HP Beats Audio] のアイコンの画像およびその説明を示し 
ます。 


アイコン 

説明 

■ 

[HP Beats Audio ] が有効になっていることを示します 

H 

[HP Beats Audio ] が無劾になっていることを示します 
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AMD ™ Eyefinity マルチデイスプレイテクノロジー 

お使いのコンピューターでは、新しい AMD Eyefinity マルチディスプレ 
イテクノロジーがサポートされています 。 AMD Eyefinity マルチディス 
プレイテクノロジーにはな下の機能があります。 

• Mini DisplayPort に接続した1台を含め、最大3台の外付けディスプ 
レイを取り付けることができます。 

• 外付けディスプレイのグループを大きい SLS 巧 ingle Large 
Surface ) としてまとめ、その全体にミ度って画像を表示する、新しい 
ディスプレイ設をを提供します。 

SLS (Single Large Surface ) のディスプレイ設定例 

3台の外付けディスプレイを SLS として使巧し、その全体に渡って画像 
を表示する場合は、コンピューター本体のディスプレイはナフになりま 
す。3台の外付けディスプレイは、外付けモニターコネクタ （ VGA)、Mini 
DisplavPort 、 および HDMI コネクタを使用してコンピューターに接続し 
ます。 


を記： SLS モードで表示するには、すべてのディスプレイで同一のち军像 
度が必要です。ネイティブ解像度が異なるディスプレイでは、ホネイ 
ティブの解像度を使巧することによって SLS モードで表示できます。 



を記 ： Windows 7では、2台の外付けディスプレイのみがサポートされ 
ます 。 Windows 7で3台の外付けディスプレイを設定するには、 

6 ぺージの 「[AMD Catalyst Control Center ] (AMD Catalyst コント 

口ールセンター）の巧巧 I を参照してください。 

画面の切り替え 

表示画面切り替え 操作キーを巧すと、接結されているディスプレイデバ 
イスの数とは関係なく、4つの設定の選が胺を表示するダイアログボッ 
クスが開きます。 


新機能 5 








• コンピューターのみのモード：外付けディスプレイへの表示をオフ 
にして、画像をコンピューターのディスプレイのみで表示します。 

• 複製モード：コンピューター本体のディスプレイに表示されている 
画像と同じものを、コンピューターの外付けモニターコネクタ 
(VGA) に接続されている外付けディスプレイにも表示します。 

• 化張モード：デスクトップを、コンピューター本体のディスプレイ 
および接镜されたすべての外付けディスプレイに拡張します。 

• プロジェクタ ー のみのモ ー ド： コン ピュ ー タ ー 本体のディスプレイ 
への表示をオフにして、接続されているすべての外付けディスプレ 
イを拡張デスクトップとして設定します。 


簡^ ま記： い MD Catalyst™ Control Center] (AMD Catalyst コント ロール 
センター)を使用して、ビデオの出力先およびネ刀期設定の出カデバイス 
を管理できます。 


[AMD Catalyst Control Center] (AMD Cataivst コントロールセンター ） の 
使巧 

デスクトップおよびディスプレイを設定したり、 AMD Eyefinity を管理し 
たりするには、 [AMD Catalyst Control Center] を使巧する必要がありま 
す。 

[AMD Catalyst Control Center] にアクセスするには、な下の操作を行い 
ます。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [Catalyst Control Center] 

(Ca ね lyst コントロールセンター）一に CC] の順に選択します。 

2. [Desktops and Displays] (デスクトップとディスプレイ）を選択 
します。 


I ■筆 f 注記： い MD Catalyst Control Center] について詳—しくは、ソフトウェア 

のヘルプを参照してください。 


情報の確認 

コンピューターには、各種タスクの実行に役立つ複数のリソースが巧意 
されています。 


リソース 提供される情が 


『クイックセットアップ』ポスター(印刷 • コンピューターのセットアップモま 

物 ■ コンピューターを部の名が 
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リソース 


提供される情報 


『コンピューターの準備』 

コンピューターの機能 

このガイドを表示するには、 la 下の操作を行 
います 

無線ネットワークへの接続方法 

キーボードおよびポインティングデバイスの使 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一 [ュ ー 
ザーガイド]の順に選択します 

用ち法 

ハードドライブおよびメモリモジュールの交換 

または 

またはアップグレード方法 

[スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 

一 [HP ドキュメント]の順に選がします 

バックアッブおよび復元の実巧方法 

サポート窓口へのお問い合わせ方ま 

コンピューターの仕様 

『HP ノートブックコンピューターリファ 
レンスガイド』 

電源の管理機能 

バッテリ寿命を最大限に延ばす方法 

このガイドを表示するには、 la 下の操作を行 
います 

コンピューターのマルチメディア機能の使用方法 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一 [ュ ー 
ザーガィ ド]の順に選がします 

コンピューターを保護する方法 

コンピューターを手入れする方法 

または 

ソフトウ X アを更新するち法 

[スタート]一[すべてのプログラム]^ [HP] 

一 [HP ドキュメント]の順に選おします 


[ヘルプとサポート] 

オペレーティングシステムの情報 

[ヘルブとサポート]にアクセスするには、[ス 
夕ート]一[ヘルプとサポート]の順に選巧し 
ます 

ソフトウェア、ドライバー、および BIOS のアツ 
プデート 

トラブルシューティングツール 

を記： おなまいの国または地域のサポー 
卜情報については、 h け D :// www . hD . com / 

SUDDOrt/ でおかまいの同または地域を漂巧し 
て、画面の説明におって操作してください 

テクニカルサポートにアクセスするち法 

『規定、ま全、および環境に関するごま意』 

規定および安全に関する情報 

このガイドを表示するには、 la 下の操作を行 
います 

バッテリの化分に関する情報 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一 [ュ ー 
ザーガイド]の順に選巧します 


または 


[スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 

一 [HP ドキュメント]の順に選巧します 
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リソース 提供される情報 


『快適に使用していただくために』 • 

このガイドを表示するには、お下の操作を巧 
います ゥ 

[スタート]一[ヘル ブと サボート]一[ユー 
ザーガイド]の順に選がします 

または 

[スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 

一 [HP ドキュメント]の順に選巧します 

または 

h け p :// www . hD . com / e 「 qo / から旧本語 l を選ぉ 

します 


『サービスおよびサポートを受けるには Jj (曰 HP のサポート窓口の電話番号 

本 la 外の国や地域のお問い合わせ先につい 

ては、製品に付属している冊子 『Worldwide 

Telephone Numbers 』 （英語版）を参照して 

ください） 

この冊子はお使いの コン ピューターに付属 
しています 


サポートに関する情報 

部品の購入とその他のヘルブの確認 

ソフトウェア、ドライバー、および BIOS のアツ 
プデート 

デバイスで利用可能なオプション製品 


HP の Web サイト • 

この Web サイトを表示するには、 • 

http :// www . hp . com / support / にアクセスしホ 

す • 


正しい作業環境の整えち、作業をする際の正しい 
姿勢、および作業上の習慣 

電気的および物理的安全基準に関する情報 
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よラこそ 









リソース 提供される情報 


限定保証規定* 保証に関する情報 

オンラインの保証を表示するには、お下の操 
作を行います 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ユー 
ザーガイド]^[保証に関する情巧の確認] 

の順に選おします 

または 

[： スタート]一[ずべてのプログラム]一 [HP] 

-[HP ドキュメント]一[保証に関する情報 
の確認]の順に選おします 

または 

httD://www. hD.com/ a o/orderdocuments/ 力、り 

[日本（日本語） ] を選がします 


* お使いの製品に適用される HP 限定保証規定は、国や地域によっては、お使いのコンピューターに収 
録されている電子マニュアルまたは製品に同捆されている CD や DVD に収録されているドキュメン 
卜に明示的に示されています。日本向けの日本語モデル製品には、保証内容を記載した小冊子、『サー 
ビスおよびサポートを受けるには』が同個されています。また、日本レ:1外でも、印刷物の HP 限定保 
証規定が製品に同捆されている国や地域もあります。保証規定が印刷物として提供されていない国ま 
たは地域では、印刷物のコピーを入手できます。 httD :// www . hD.com/cio/orderdocuments/ でオンライン 
で申し込むか、または下記宛てに郵送でお申し込みください。 

。 北米： Hewlett - Packard , MS POD , 11311 Chinden Blvd ， Boise , ID 83714, USA 

• ヨーロツパ、中東、アフリカ： Hewlett - Packard , POD , Via G . Di Vittorio , 9，2006 3, Cernusco 
s/Naviglio ( Ml ), Italy 

• アジア太平洋： Hewlett - Packard , POD , P . O . Box 200, Alexandra Post Office , angapore 
911507 

郵送で請ボする場合は、お使いの製品名および保証期間（シリアル番号ラベルに記載されています）、 
ならびにお客様のお名前およびご住所をお知らせください。 
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2 コンピユーターの 概要 

表面の各部 

タツチパッド 




を 

0 

名称 


説明 

リ） ■( 

>タッチパッドランプ 

タッチパッドをオンまたはオフにします。タッチ 
パッドをオンまたはオフにするには、タッチパッ 
ドランブをすばや〈ダブルタッブします 

(2) 

左のタッチパッドボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

口） 

右のタッチパッドボタン 

外付けマウスのちボタンと同様に機能します 

(4) 

タッチパッドゾーン 

ポインターを移動して、画面上の項目を選巧した 
り、アクティブにしたりします 


10 第2章 


コンピユーターの 概要 

















ランプ 



名称 説明 


(1) 1 タッチパッドランブ • オレンジ色：タッチパッドがオフになっていまず 

• 消な：タッチパッドがオンになっています 

(2) Caps Lock ランブ • 白色 ： Caps Lock がオンになっています 

• 消な ： Caps Lock がオフになっています 

(3) , U 電源ランプ • 白色に点な：コンピューターの電源がオンになっ 

ています 

• 白色で点滅：コンピューターがスリープ状態に 
なっています 

• 消な：コンピューターの電源がオフになっている 
力、、ハイハ‘ネーシヨン状態になっています 
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名称 


説明 


(4) 化 

ミュート（消音）ランプ 

■ 

オレンジ色：コンピューターのサウンドがオフに 
なっています 



■ 

消な：コンピューターのサウンドがオンになって 
います 

巧）（が 

無線ランブ 

■ 

白色：無線ローカルエリアネットワーク（無線 
LAN ) デバイスなどの内蔵無線デバイスの電源が 
オンになっています 




注記： 無線デバイスは、出荷時に 有 劾に設定 
されています 



■ 

オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっ 
ています 
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コンピユーターの 概要 






ボタン 



名称 

説明 

電源ボタン 

• コンピューターの電源が切れているときにボタンを押すと、電 
源が入ります 

• コンピューターの電源が入っているときにボタンを短く押す 
と、スリープが開始されます 


• コンピューターがスリーブ状態のときじボタンを短く押すと、 

スリープが終了します 


• コンピューターがハイバネーション状態のときにボタンを短 

〈押すと、/\イバネーションが終了します 


コンピューターが応答せず、 Windows のシャットダウン手順を実行 
できないときは、電源ボタンを5秒程度押したままじすると、コン 
ピューターの電源が切れます 


電源設定について詳しくは、に夕ート]一[コントロールパネル]一 
[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に選キ尺するか、 
または 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイド』 

を参照します 
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キ- 



名称 


説明 

(1) esc キー 


fn キーと組み合わせて押すことによって、シス 
テム情報を表示します 

(2) fn キー 


b キーまたは esc キーと組み合わせて巧すこと 
によって、頻繁に使用ずるシステムの機能を実行 
します 

(3 ) '-心 Windows ロゴ 

キー 

Windows の[スタート]メニューを表示します 

(4) 操作キー 


頻繁に使用するシステムの磯能を実行します 

(5) Windows アプリケーシヨンキー 

ポインターを置いた項目のシヨートカツトメ 
ニューを表示します 

(6) 内蔵テンキー 


外付けテンキーと同じようじ使用できます。上 
の図は英語版のキー配列です。日本語版のキー 
配列とは若干異なりまずが、巧蔵テンキーの位置 
は同じです 

(7) A オブティカル 

トキ- 

ドライブのイジエク 

オプティカルドライブからオブティカルディ 
スクを取り出します 
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前面の各部 



4 

f 


み 

名称 


説明 


(1) 

電源ランブ 

• 

白色に点な：コンピューターの電源がオンに 
なっています 



• 

白色で点減：コンピューターがスリーブ状態 
になっています 



• 

消灯：コンピューターの電源がオフになって 
いるか、ハイバネーシヨン状態になっていま 
す 

(2) 

B ハードドライブランプ 

• 

白色で点減：ハードドライブにアクセスして 
います 



■ 

オレンジ色： HP ブロテクトスマートテクノ 
ロジーによって/、ードドライブが一時停止 
しています 




を記： HP ブロテクトスマートテクノロ 
ジー （HP ProtectSmart Hard Drive 
Protection) について詳しくは、 『HP ノート 
ブックコンピューターリファレンスガイ 
ド』を参照してください 

(3) 

スピーカーい2) 

サウンドを出力します 
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右側面の各部 



名称 


説明 


(1) 

一 

g USB コネクタい2) 

別売の USB デバイスを接続します 

(2) 

メディアスロット 

レ U 下のフォーマットのメディアカードに対応し 
ています 



• 

メモリースティック 



• 

メモリースティック PRO 



• 

マルチメディアカード 



• 

SD (Secure Digital ) メモリーカード 



• 

Secure Digital High Capacity メモリー 
力ード 



• 

xD ピクチヤーカード 

口） 

オプティカルドライブ 

オブティカルディスクの読み取りおよび書き込 
みを巧います 



を意： 8 cm のオプティカルディスクはオプ 
ティカルドライブに挿入できません。挿入する 
とコンピューターが損傷する可能性があります 

(4) 

バッテリランブ 

• 

白色：コンピューターは外部電源に接続さ 
れ、バッテリの充電は完了しています 



雜 

オレンジ色に点灯：バッテリが充電中です 



• 

オレンジ色で点減：バッテリが口ーバッテ 
リ状態と完全なロー バッテリ状態のどちら 
かになつているか、またはバッテリエラー 
が発生しています 



• 

消な：お使いのコンピューターは/くッテリ電 
源で動作しています 
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名称 



説明 

巧） 

与 

電源コネクタ 

AC アダプターを接続します 

(6) 

e 

セキュリティロックケーブル用ス 

□ッ h 

別売のセキュリティロックケーブルをコン 
ピューターに接続します 




注記： セキュリティロックケーブルに抑止 
効果はありますが、コンピューターの盜難や誤つ 
た取り扱いを完全に防ぐものではありません 
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左側面の各部 



■了邮啊 

0 〇〇れけか Q Q 


名称 



説明 

(1) 


通気孔 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないよ 
うに空気を通します 




注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱 
を防ぐため、コンピューターのファンは自動め 
に作動しまず。通常の操作を行っているときに 
内部ファンが回転したり停止したりしますが、 
これは正常な動作です 

(2) 

口 I 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはブロジェクターを 
接続します 

口） 

か 

RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 

(4) 

啦 

Mini DisplayPort 

高性能なモニターやプロジェクターなどの別売 
のデジタルディスブレイデバイスを接続しま 
す 

(5) 

HOMI 

HDMI コネクタ 

HD 対応テレビなどの別売のビデオデバイスや 
オーディオデバイス、または対応するデジタル 
コンポーネントやオーディオコンポーネント 
を接続します 

(6) 

が W 

eSATA/USB コネクタ 

eSATA 外付けハードドライブなどの高性能な 
eSATA コンポーキント、または別売の USB 2.0 
デバイスを接続します 

C 7) 


USB 3.0 コネクタ 

別売の USB 3.0 デバイスを接続し、掘張された 
USB 電源のパフォーマンスを提供します 




を記： また、 USB 3.0 コネクタは USB 1.0 
および 2.0 のデバイスにも対応しています 
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名称 

説明 

(8) /*、オーディオ出力（ヘッドフォン）コ 

i i ネクタ/才ーディオ入力（マイク） 

— コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッド 
フナン、イヤフォン、ヘッドセット、またはテ 
レビオーディオに接続したときに、サウンドを 
出力します。別売のへッドセットマイクもこ 
こじ接続します 

警告！ 突が大きな音が出て耳を傷めること 
がないように、音量の調節を行ってからヘッド 
フォン、イヤフォン、またはヘッドセットを使 
用してください。安全に関する情報について詳 
しくは、『規定、安全、および環境に関するごを 
意』を参照してください 

を記： コネクタにデバイスを接備すると、 

コンピューター本体のスピーカーは無効になり 
ます 

(9) オーディオ出力（ヘッドフォン）コ 

£1ネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッド 
フォン、イヤフォン、ヘッドセット、またはテ 
レビオーディオを接続したときに、サウンドを 
出力します 

警告！ ちが大きな音が出て耳を傷めること 
がないように、音量の調節を巧ってからヘッド 
フォン、イヤフォン、またはヘッドセットを使 
用してください。安全に関する情報について詳 
し〈は、『規定、安全、および環境に関するごを 
意』を参照してください 

を記： コネクタにデバイスを接備すると、 

コンピューター本体のスピーカーは無効になり 
ます 
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ディスプレイの各部 



名称 



説明 

け） 

無線 LAN アンテナ （ x 2) * 

無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で 
通信する無線信号を送受信します 

(2) 

内蔵マイク 

い 2) 

サウンドを録音します 

(3) 

Web カメラ 

ランブ 

点な： Web カメラを使用しています 

(4) 

Web カメラ 


動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 

Web カメラにアクセスするには、[スタート]一[すべ 
てのプログラム]一に yberLink YouCam ] の順に選 

巧します 
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名称 

説明 

巧）内蔵ディスプレイスイッチ 

コンピューターの電源が入っている状態でディスプ 
レイを閉じると、ディスプレイの電源が切れてスリー 
プが開始します 


を記： 内蔵ディスプレイスイッチはコンピュー 
夕一の外側からは見えません 

* アンテナはコンピューターの外側からは見えません。転送が最適に行われるようにするため、アンテ 
ナの周囲には障害物を置かないで〈ださい。お住まいの国または地域の無線に関する規定情報につい 
ては、『規定、安全、および環境に関するご注意』を参照して〈ださい。これらの規定情報には、[へ 
ルプとサポート]からアクセスできます。 


デイスブレイの各部 21 






裏面の各部 



名称 



説明 

け） 


サブウーファー 

優れた低音を再生します 

(2) 


バッテリベイ 

バッテリが装着されています 




を 記： バッテリは、出荷時にバッテリベイ 
にあらかじめ装着されています 

(3) 


通気孔い7) 

コンピユーター内部の温度が上がりすぎないよ 
うに空気を通します 




を 記： 内部コンポーキントを;令却して過熱を 
防ぐため、 コン ピユーターのファンは自動めに作 
動します。通常の操作を巧っているときに内部 
ファンが回転したり停止したりしますが、これは 
正常な動作です 

(4) 

宜 

ハードドライブベイ 

ハードドライブが装着されています 
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名称 



説明 

巧）の 

メモリモジユール 

h 

コンパートメン 

メモリモジュールが装着されています 

(の 己 

バツテリリリース 

ラッチ 

バッテリベイからバッテリを取り外します 
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3 ネットワーク 

• インターホットサービスプロ/、イター (ISP) の巧用 

• 無線ネットワークへの抬続 


陵 f を記： インターネット用ハードウェアおよびソフトウェア機能は、コン 
U ピューターのモデルおよびお使いの場所によって異なる可能性がありま 

to 

お使いのコンピューターは、な下のどちらか1つまたは両方のインター 
ネット アクセスに対応できます。 

• 無線：モバイルインターネット接続には、無線接続を巧巧できま 
す。詳しくは、 26 ぺージの「既巧の無線 LAN への接続 I または 
26 ぺージの「新しい無線 LAN ネットワークのセットアップ I を参 

照してください。 

• ち線：有線ネットワークに接続することで、インターネットにアク 
セスできます。有線ネットワークへの接続について詳しくは、 『HP 
ノートブックコンピューターリファレンスガイド』を参照してく 
ださい。 
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インターネットサービスプロバイダー（旧 P ) の使用 

インターネットに接続する前に JSP アカウントを設定する必要がありま 
す。インターネットサービスの申し込みおよびモデムの購入について 
は、利用するに P に問い合わせてください。ほとんどの旧ドが、モデム 
のセットアップ、無線コンピューターをモデムに接続するためのネット 
ワークケーブルの取り付け、インターネットサービスのテストなどの 
作業へのサポートを提供しています。 


ま記： インターネツトにアクセスするためのユーザー ID およびパス 
ワードは、利用する旧 P から提供されます。この情報は、記録してを全 
な場所に保管しておいてください。 


な下の機能で、新しいインターネットのアカウントを作成したり、コン 
ピューターで既存のアカウントを使巧するよう設定したりできます。 

• Internet Services & Offers (—部の地域で利用可能）：このユーティ 
リティでは、新しいインターネットアカウントのサインアップを実 
行したり、既存のアカウントを使用できるように コン ピューターを 
設定したりできます。このユーティリティにアクセスするには、[ス 
夕ート]一[すべてのプログラム]一[オンラインサービス]一に et 
Online] (インターネットに接続）の順に選がします。 

• ISP 提供のアイコン（一部の化域で利用可能）：これらのアイコンは、 
Windows デスクトップに個別に表示されているか、または「オンラ 
インサービス」という名前のデスクトップ上のフナルダーに格納さ 
れています。新しいインターネットアカウントをセットアップし 
たりコンピューターで既存のアカウントを使用するよう設定したり 
するには、アイコンをダブルクリックして、画面の説明に沿って操 
作します。 

• Windows のインターネットへの接続ウィザード：な下の場合、 
Windows のインターネットへの接続ウィザードを使用してインター 
ネ ッ 卜に接続できます。 

。 すでに旧 P のアカウントを持っている場合 

。 インターネットアカウントを持っていないためウィザード内 
の一覧からに P を選択する場合（に P の一覧は地域によっては 
表示されない場合があります） 

。一覧にない旧 P を選択し、その旧 P から特をの IP アドレス、 
POP 3、 SMTP 設定などの情報が提供された場合 

Windows のインターネットへの接続ウィザードおよびこのウィザー 
ドの使巧手順を表示するには、 [スタート]一[コントロールパネル] 
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一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共ちセン 
夕一 ] の順に選択します。 

[■聲 ま記： ウィザード内で Windows ファイアウォールの有効/無効を選 
択する画面が表示された場合は、ファイアウォールを有効にします。 

無線ネットワークへの接続 

無線は術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送し 

ます。お買い上げいただいたコンピューターには、な下の無線デバイス 

が1つな上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス 

• HP モバイルブロードバンドモジュール、無線ワイドエリアネッ 
トワーク（無線 WAN ) デバイス 

• Bluetooth ⑥デバイス 

無線は術および無線ネットワークへの接結について詳しくは 、 『HP ノー 
トブック コンピューターリファレンスガイド』および[ヘルプとサポー 
卜]の情報および Web サイトへのリンクを参照してください。 

既存の無線 LAN への接続 

1. コンピューターの電源を入れます。 

2. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。 

3. タスクバーのち端の通知領域にあるネットワークアイコンをク 
リックします。 

4. 接続先となるネットワークを選択します。 

5. [接続]をクリックします。 

6. 必要に応じて、セキュリティキーを入力します。 

新しい無線 LAN ネットワークのセットアップ 

な下の機器が必要です。 

• ブロードバンドモデム （ DSL またはケーブル） （1) およびインター 
ネットサービスプロバイダー(に P ) が提供する高速インターネッ 
トサービス 

• 無線ルーター（別売） （2) 

• お使いの新しい無線コンピューターロ） 
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注記： モデムは内蔵ルーターに含まれている場合があります。旧 P に問 
い合わせてモデムの種類を確認してください。 


下の図は、インターネットに接続している無線 LAN ネットワークのイン 
ストール例を示しています。お使いのネットワークを化張する場合、イ 
ンターネットのアクセス巧に新しい無線または有線のコンピューターを 
ネットワークに追加できます。 



お 線 ルーターの 設定 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元またはイ 
ンターネットサービスプロバイダー ( ISP ) から提供されている情報を 
参照してください。 

Windows オペレーテイングシステムでは、新しい無線ネットワークの 
セッ ト アップに 役立つ ツール も用意されています 。 Windows のツールを 
巧巧してネットワークを設定するには、に夕ート]一[コント ロール パ 
ネル]—)■[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと共有セン 
夕 一] 一[新しい接続またはネットワークのセットアップ]一[新しいネッ 
トワークのセットアップ]の順に選がします。次に、画面の説明に沿って 
操作します。 


ミち記： 最初にルーターに付属しているネットワークケーブルを使巧し 
て、新しいお線コンピューターをルーターに接続することをおすすめし 
ます。コンピューターが正常にインターネットにち続できたら、ケーブ 
ルを外し、無線ネットワークを介してインターネットにアクセスできま 
す。 


無線 LAN の保護 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場 
合は、常にセキュリティ機能を有効にして、不正アクセスからネットワー 
クを保護して ください。 

無線 LAN の保護について詳しくは 、 『HP ノートブックコンピューター 
リファレンス ガイド J を参照してください。 
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4 キーボードおよびポインティングデバイ 
ス 


キーボードの使用 
操作 キーの 使用 

操作キーとは、カスタマイズされた動作を行うために巧巧するキーのこ 
とで、それらの動作はキーボード上部にある特定のキーに割り当てられ 
ています。 

f 1 〜 門〇 の各キーのアイコンは、操作キーの機能を表します。操作キーを 
使用するには、そのキーを押したままにして、キーに割り当てられてい 
る機能をち効にします。 


I ■哉; ま記： 操作キーの機能は、出荷時に有効に設定されています。この機能 
は、セットアップユーティリティ旧 IOS ) で無効にできます。また 、 fn 
とファンクションキーのどれかを一緒に押すと、標準設定に戻り、キー 
に割り当てられている機能が有効になります。詳しくは 、 『HP ノート 
ブックコンピューターリファレンスガイド』の「セットアップユー 
ティリティ （ BIOS ) およびシステム診断 J の章を参照してください。 

AaM : セットアップューティリティで設定変更を行う場合は、細也の 
ま意を化ってください。設定を誤ると、コンピューターが正しく動作し 
なくなる可能性があります。 


IjHMnaDnMi 


アイ キー説明 

コン 


け [ヘルプとサポート]を表示します。[ヘルプとサポート]では、 Windows オペレーティン 
グシステムと コン ピユーター、質問への回答とチユートリアル、および コン ピユー 
夕 一のアップデート に関する情報が提供されます 

また、自動的なトラブル解決の方法およびサポートサイトへのリンクも提供されます 
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アイ 

コン 

キー 

説明 

み 

f2 

このキーを巧し続けると、画面輝度が下がります 

み 

巧 

このキーを巧し続けると、画面輝度が上がります 

口 1 

f4 

システムに接続されているディスブレイデバイス間で画面を切り替えます。たとえ 


ば、コンピューターに外付けモニターを接続している場合にこのキーを押ずと、コン 
ピューター本体のディスプレイ、外付けモニターのディスプレイ、コンピューター本 
体と外付けモニターの両方のディスプレイのどれかに表示画面が切り替わります 

ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビデオ方式を使用してコンピューターか 
らビデオ情報を受け取ります。 表示画面切 y 替え キーで、コンピューターからビデオ 
情報を受信している他のデバイスとの間でも表示画面を切り替えることができます 

また、このコンピューターでは複数の表示出力をサポートしています。 表示画面切り 
替え キーを巧すと、レ a 下の 4 つの異なるビデオ出力からモードを選ができます 

• コンピューターのみのモード 

• 複製モード 

• 拡張モード 

■ ブロジェクターのみのモード 


巧 

キーボードの/くックライトをオンまたはオフにします 

注記： 出荷時設定では、キーボードのバックライトはオンになっています。バッ 
テリ電源の使用可能時間を延ばすには、キーボードのバックライトをオフにします 

yfftv 

f6 

Web ブラウザーを開きます 

注記： インターネットまたはネットワークサービスを設定するまで、このキーを 
巧すとインターネット接続ウィザードが開きます 

卜 

f7 

このキーを巧し続けると、スピーカーの音量が一定の割合で徐々に下がります 

わ 

f8 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一定の割合で徐々に上がります 

が 

f9 

スピーカーの音を消したり元[二戻したりします 

(が 

f10 

無線機能をオンまたはオフにします 

を記： このキーでは無線接続は確立されません。無線接続を確立するには、無線 
ネットワークがセットアッブされている必要があります 
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ホットキーの使用 

ホットキーは、 fn キー （1) と、 esc キー （2) または b キー （3) の組み 
合わせです。 

ホットキーを使用するには、な下の操作を行います。 

▲ ゎ キーを短く巧し、次にホットキーの組み合わせの2番目のキーを 
短く押します。 



0 0 


機能 

ホット 

キー 

説明 

システム情報を表 
示する 

fn + esc 

システムのハードウエアコンポーキントやシステム BIOS のバー 
ジョン番号に関する情報が表示されます 

お音設定を調整す 
る 

fn + b 

[HP Beats Audio ] のあ音設定を調整します 


[HP Beats Audio ] とは、クリアなサウンドを維持しながら制御され 
たお音を提供する拡張オーディオプロファイルです。 [HP Beats 
Audio ] は、ネ刀巧設定で有効に設定されています。 



ほ音設定の表示と調整は Windows オペレーティングシステムで 
も巧うことができます。ほ音のプロパティを表示して調整するに 
は、 [： スタート] 一 [コント ロール パネル] 一[ハー ドウエアとサウン 
ド] 一 [Beats Audio Control Panel ] (HP Beats Audio コント ロ 
ールパネル）の順に選巧します。 
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テンキーの使用 
内蔵 テンキーの 使用 





名称 

説明 

巧蔵テンキー 

外付けテンキーと同じように使用できます。上の図は英 
語版のキー配列です。日本語版のキー配列とは若干異な 
りますが、内蔵テンキーの位置は同じです 

ま目己： このコンピューターには num Ik キーがありま 
せん 
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ポインティングデバイスの使用 


簡^を 記： お使いのコンピューターにか属しているポインティングデバイ 
ス Jil 外に、外イ寸け USB マウス（別売）をコンピューターの USB コネク 
夕のどれかに接続して巧用できます。 


ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインターオプションのような、ポイン 
ティングデバイスの設定をカスタマイズするには、 Windows の[マウス 
の プロパティ] を使用します。 

[マウスの プロパティ] にアクセスするには、[スタート]一[デバイスとプ 
リンター ] の順に選がします。次に、お使いのコンピューターを表すデバ 
イスを右クリックして、[マウス設定]を選がします。 

タッチパッドの使用 

ポインターを移動するには、タッチパッド上でポインターを移動したい 
方向に1本の指をスライドさせます。左のタッチパッドボタンとちの 
タッチパッドボタンは、外付けマウスの左右のボタンと同様に巧巧しま 
す。 

タッチパッドのオフ/オンの切り替え 

タッチパッドゾーンのオフとナンを切り替えるには、タッチパッドラ 
ンプをすばやくダブルタップします。 


[■筆 f ; ま記： タッチパッドがオンになっているときは、タッチパッドランプ 
は消灼■しています。 
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移動 

ポインターを移動するには、タツチパツド上でポインターを移動したい 
方向に1本の指をスライドさせます。 



選択 

左のタッチパッドボタンと右のタッチパッドボタンは、外付けマウス 
の左右のボタンと同様に使用します。 
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タッチパッド' ジェスチヤの使巧 

タッチパッドでは、さまざまな種類のジェスチヤがサポートされていま 
す。タッチパッドジェスチヤを使用するには、2本の指を同時にタッチ 
パッド上に置きます。 

~コン ピューターのプログラムによっては、 一 部のタッチパッド 

ジェスチヤに対応していない場合があります。 

ジェスチヤのデモンストレーシヨンを確認するには、な下の操作を行い 
ます。 

1. タスクバーのち端の通知領域にある[隠れているインジケーターを 
表示します]アイコンをクリックします。 

2. [Synaptics Pointing Device ] (シナプティクスポインティングデ 
バイス）アイコンを右クリックし 、 [TouchPad Properties ] 

(タッチパッドのプロパティ）をクリックします。 

3. ジェスチヤをクリックし、デモンストレーシヨンを開始します。 

ジェスチヤをオンまたはオフにするには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーのち端の通知領域にある[隠れているインジケーターを 
表示します]アイコンをクリックします。 

2- [Synaptics Pointing Device ] イコンをちクリックし、 
[TouchPad Properties ] をクリックします。 

3. オンまたはオフにするジェスチヤの横にあるチェックボックスに 
チェックを入れます。 

4. [ Apply ] (適巧）一 [ OK ] の順にクリックします。 
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スク ロール 

スクロールは、ぺージや画像を上下左ちに移動するときに便利です。ス 
クロールするには、2本の指を少し離してタ ッチパッ ド上に置き、タ ッチ 
パッ ド上で上下左ちの方向にドラッグします。 

1^; ま記:~ スクロールの速度は、指を動かす速度で調整します。 

1^; ま記： 2本指スクロールは、出荷時に有効に設定されています。 




ピンチ/ズーム 


ピンチを使巧すると、画像やテキストをズームインまたはズームアウト 
できます。 

• タッチパッド上で2本の指を一緒のが態にして置き、その2本の指 
の間隔を拡げるとズームインできます。 

• タッチパッド上で2本の指を互いに離した状態にして置き、その2 
本の指の間隔を狭めるとズームアウトできます。 



を記： ピンチ/ズ^ムジェスチヤは、出荷時の設定で有劾に設まされて 

います。 
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回転 


回転ジ X スチャを使用すると、写真などの項目を回転できます。回転さ 
せるには、左手の A 差し指をタッチパッドソーンに固定します。固定し 
た指を中むとして、右手の人差し指を12時から3時の位置へと弧を巧き 
ながら動かします。逆方向へと回転させるには、ち手の人差し指を3時 
から12時の方向に動かします。 


を記： 回転ジェスチヤは、出荷時の設定で無劾に設定されています。 
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フリック 


フリックジェスチャを使用すると、画面を切り替えたりドキュメントを 
すばや〈スクロールしたりできます。フリックを行うには、3本の指を 
タッチパッドゾーンに置いて、上、下、左、または右ち向にキムうように 
速く動かします。 


ま記： 3本指フリックは、出荷時に無効に設定されています。 



ポインティングデバイスの使 ffl 37 











5 メンテナンス 

バッテリの着脱 


を記： バッテリは、出荷時にバッテリベイにあらかじめ装着されてい 
も^ 〇 

[■1^ を記： バッテリの使巧方法について詳しくは 、 『HP ノートブックコン 
ピューター リファレンスガイド』を参照してください。 


バッテリの取り外し 


么ま 意： コンピューターの電源としてバツテリのみを使用しているときに 
そのバツテリを取り外すと、情報が失われる可能性があります。バツテ 
リを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、あらかじめハイバネーシヨ 
ンを開始するか Windows の通常の手順でシャツトダウンしておいてく 
ださい。 


1. バッテリリリースラッチをスライドさせて （1) バッテリの固まを 
ち军除します。 

2. バッテリを回転させるようにして引き上げて口）、コンピューター 
から取り外します（3)。 
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バッテリの装着 

▲ バッテリのタブを/くッテリベイの外側の縁のくぼみに合わせてか 
ら（1)、バッテリを回転させるようにしてバッテリベイに挿入し 
(2)、しっかりと収まるまで押し込みます。 

バッテリリリースラッチ （3) でバッテリが自動的に固定されま 
す。 
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ハー ドドライブの交換または アツ プ グレー ド 


A am ： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にを意し 
てください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピユー 
夕一を シャッ トダウンしてください。コンピユーターの電源が入ってい 
るときや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のときには、ハードド 
ライブを取り外さないでください。 

コンピユーターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわか 
らない場合は、まず電源ボタンを巧してコンピユーターの電源を入れま 
す。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンし 
ます。 

f 妾 f を記： コンピユーターのモデルによっては、最大で2つのドライブをサ 
ポートしています。コンピユーターに取り付けられているドライブを表 
示するには、[スタート]一[コンピユータ ー] の順に選択します。 

ハードドライブの取り外し 

1. 作業中のデータを保巧して コン ピユーターをシャットダウンしま 
す。 

2. コン ピユーターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外 
します。 

3. 電源コンセントから電源コードを抜いて外部電源から切り離した 
を、パ'ッテリを取り外します。 

4. ハードドライブカバーの2つのネジ （1) を緩めます。 
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5. ハードドライブカバーを取り外します（2)。 



ハードドライブの交換またはアップグレード 41 






6. ハ ー ドドライブケ ー ブル （1) を コン ピユ ー タ ー から夕し、ハ ー ド 
ドライブをハードドライブベイから取り外します（2)。 



42 第5章 メンテナンス 





ハードドライブケーブルをハードドライブから外します。 



ハードドライブの交換またはアップグレード 43 


ハ 


ドドライブの取リイ寸け 

1. ハードドライブケーブルをハードドライブに接続します。 
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2. ハードドライブをハードドライブベイに挿入し（1)、ハードドライ 
ブケーブル （2) をコンピューターに接続します。 



3. ハードドライブカバーのタブを、 コン ピューターのくぼみに合わせ 
ます（1)。 

4. カバーを取り付けなおします（2)。 
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5. 


ハードドライブカバーのネジ （3) を純めます。 



6. バッテリを取り付けなおします。 

7. 外部電源および外付けデバイスを取り付けなおします。 

8. コンピューターの電源を入れまず。 
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メモリモジュールの追加または交換 

お使いのコンピューターには、2つのメモリモジュールスロットが装備 
されています。メモリモジュールスロットは、コンピューター裏面の 
ハードドライブカバーの下に装備されています。コンピューターのメ 
モリ容量を増やすには、メモリモジュールを追加するか、またはメモリ 
モジュールスロットのどちらかに装着されている既存のメモリモ 
ジュールを交換します。 


么 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを 
取り外してからメモリモジュールを取りかけてください。 

么 を意： 静電気 （ ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作 
業を始める前にアースされた金属面に触るなどして、身体にたまった静 
電気を放電してください。 

ま記： 2つ目のメモリモジュールを追加してデュアルチヤネル構成を 
使巧する場合は、2つのメモリモジュールを必ず同じ容量にして〈ださ 
_ 

メモリモジュールを追加または交換するには、な下の操作を行います。 


么を 患'' 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にミ主意し 
てくださし、。 

コンピューターからメモリモジュールを取り外す前に、コンピューター 
をシャットダウンしてください。コンピューターの電源が入っていると 
きや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のときには、メモリモ 
ジュールを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわか 
らない場合は、まず電源ボタンを押してコンピューターの電源を入れま 
す。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンし 
ます。 


1. 作業中のデータを保存してコンピューターをシャツトダウンしま 
す。 

2. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外 
します。 

3. 電源コンセントから電源コードを巧いて外部電源から切り離した 
後、バツテリを取り外します。 

4. ハードドライブカバーを取り外します。 

a. ハードドライブカバーの2つのネジ （1) を緩めます。 
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b . ハードドライブカバーを取り外します（2)。 



5. メモリモジユールコンパートメントカバーを取り外します。 

a. メモリモジュールコンパートメントの2つのネジ （1) を緩め 
ます。 
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b . メモリモジュ ー ルコンパ ー トメ ント カバ ー を取り外します 
口）。 



6. メモリモジュールを交換する場合は、な下の要領で装着されている 
メモリモジュールを取り外します。 

a. メモリモジュールの両側にある留め具を左ちに引っ張ります 

(1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 
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b . メモリモジユールの左右の端の部分を持って、そのままゆっく 
りと斜め上に引き巧いて口）取り外します。 


/ K を意: メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュー 
ルを扱うときは必ず左ちの端を持ってください。メモリモ 
ジュールの端子部分には触らないでください。取り外したメモ 
リモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておき 
ます。 



7. な下の要領で、新しいメモリモジュールを取り付けます。 


A \ を患: メモリモジユールの損傷を防ぐため、メモリモジユールを 
扱うときは必ず左ちの端を持ってください。メモリモジユールの 
端子部分に触ったり、メモリモジユールを巧り曲げたりしないよう 
にま意してください。 


a. メモリモジユールの切り込み （1) とメモリモジユールスロッ 
卜のタブを合わせます。 

b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを45°の角度でス 
ロットに押し込み、所定の位置に収まるまでメモリモジュール 
を押し下げます（2)。 
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c. カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、 
メモリモジュールの左ちの端をゆっくりと押し下げます（3)。 



8. メモリモジュールコンパートメントカ/く一を取り付けなおしま 
す。 

a. メモリモジュールコンパートメントカバーのタブを、コン 
ピューターのくぼみに合わせまず (1)〇 

b . カバーを取り付けなおします（2)。 
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c. メモリモジュールコンパートメントの2つのネジ （3) を締め 
ます。 



9. ハードドライブカバーを取リイ寸けます。 

a. ハードドライブカバーのタブを、 コン ピューターのくぼみに合 
わせます（1)。 

b . カバーを取り付けなおします（2)。 
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c. ハードドライブカバーの2つのネジロ）を締めます。 



10. バッテリを取り付けなおします。 

11. 外部電源および外付けデバイスを取り付けなおします。 

12. コン ピューターの電源を入れます。 
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コンピューターの清掃 
ディスプレイの清掃 


么を 意： コンピューターのお損を防ぐため、ディスプレイには絶巧に水、 
液体クリーナー、化学薬品をかけないでください。 


巧れやほこりを取り除くため、糸くずの出ない、軽く湿らせた柔らかい 
布を使巧して定期的にディスプレイを清掃します。ちれが落ちに〈い場 
合は、軽く湿らせた静電気防止のがき取り用の布や静電気防止の画面用 
クリーナーを使用します。 


么 警告！ 感電や内部コンホーネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタッチ 
メントを巧巧してキーボードを清掃しないでください。キーボードの表 
面に、掃除機からのごみくずが落ちてくることがあります。 


キーが固まらないようにするため、また、キーの下に溜まったごみや糸 
くず、細かいほこりを取り除くために、キーボードを定期的に清掃して 
ください。圧縮空気が入ったストロー付きの吿を巧巧してキーの周辺や 
下に空気を吹き付けると、付着したごみがはがれて取り除きやすくなり 
ます。 
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プログラムおよびドライバーの更新 

プログラムおよびドライバーを定期的に最新バージョンへ更新すること 
をおすすめします。最新バージョンをダウンロードするには、 
httD :// www . hD . com / suDDort / にアクセスしてください。コンピューターを 
登録するときに、アップデートが使巧可能になった場合に自動更新通知 
を受け取るように設定することもできます。 
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6 バックアップおよび復元 

• 復元 

• 復元メディアの作成 

• システムの復元の実行 

• 情報のバ 、リウ了、。 プおよび復元 

お使いのコンピューターには、オペレーティングシステムに付属のツー 
ルおよび HP が提供しているッールが含まれています。これらを使用す 
ると障害発生時に情報を保護および復元できます。 

この章には、な下のトピックに関する情報が含まれています。 

• リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライブの 
作成 （[HP Recovery Manager] (HP リカバリマネージャ ー） ソフ 
トウェアの機能） 

• (復元用パーティシヨン、リカバリディスク、またはリカバリフ 
ラッシュドライブからの）システムの復元の実行 

• 情報のバックアップ 

• プログラムまたはドライバーの復元 
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復元 


ハードドライブに障害が発生した場合にシステムを工場出荷時の状態に 
復元するには 、 [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー) 

を使用して作成できるリカバリディスクセットまたはリカバリフ 
ラッシュドライブが必要になります。ソフトウェアをセットアップし 
たらすぐに 、 [HP Recovery Manager ] を使巧して、リカバリディスク 
セットまたはリカバリフラッシュドライブを作成することをおすすめ 
します。 

その他の理由からシステムを復元する必要がある場合は、 HP 復元巧パー 
ティシヨン (-部のモデルのみ）を使用して復元できます。この場合、 
リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブは必要ありま 
せん。復元用パーティシヨンの有無を確認するには、[スタート]をク 
リックし、[コンピュータ ー] をちクリックして[管理]一[ディスクの管 
理]の順にクリックします。復元用パーティシヨンがある場合、ウィンド 
ウにリカバリドライブが表示されます。 


么を 意 ： [HP Recovery Manager ] (パーティシヨンまたはディスク/フラツ 
シユドライブ）は、工場出荷時にプリインストールされていたソフト 
ウェアのみを復元します。このコンピユーターじインストールされてい 
なかったソフトウェアは、手動で巧インストールする必要があります。 

廣^を 記： 復元巧パーティシヨンがないコンピユーターには、リカバリディ 
スクが付属しています。 


復元メディアの作成 

ハードドライブに障害が発生した場合または何らかの理由で復元用パー 
ティシ ヨン ツールを巧用して復元できない場合に、 コン ピューターをエ 
場出荷ちの状態に復元できるように、リカバリディスクセットまたは 
リカバリフラッシュドライブを作成してお〈ことをおすすめします。 
リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブは、 コン ピュー 
夕一を最ネ刀にセッ トアップした後、なるべく早く作成してください。 


筒^を 記 ： [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー) を使用し 
て作成できるリカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブ 
は、1セットのみです。リカバリディスクまたはリカバリフラッシュ 
ドライブは慎重に取り扱い、を全な場所に保管してください。 
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陵 f ; ま記： お使いのコンピューターにオプティカルドライブが内蔵されて 
U いない場合は、外付けオプティカルドライブ（別売）を使用してリカバリ 
ディスクを作成するか、または HP の Web サイトからお使いのコン 
ピューターに適切なリカバリディスクを購入できます。外付けオプ 
ティカルドライブを巧巧する場合は、 USB ハブなどの他の外付けデバイ 
スにある USB コネクタではなく、コンピューター本体の USB コネクタ 
に直接接続する必要があります。 


ガイドライン： 

• 高品質な DVD - R 、 DVD + R 、 DVD-R D しまたは DVD+R DL ディス 
クを購入してください。 


舒 注記 ： [HP Recovery Manager ] ソフトウエアは、 CD - RW、DVD 
± RW 、 2層記録 DVD ± RW 、 および BD-RE (巧書き込みが巧能なブ 
ルーレイ）ディスクなどのような書き換え可能なディスクには対応 
していません。 


• このプロセスでは、 コン ピューターを外部電源に接続する必要があ 
ります。 

• リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドライブは、1台の 
コンピューターに対して1セットのみ作成できます。 

ま記： リカ/てリディスクを作成する場合は、各ディスクに番号を 
U 付けてからオプティカル_ドライブに挿入します。_ 


• 必要に応じて、リカバリディスクまたはリカバリフラッシュドラ 
イブの作成が完了する前に、プログラムを終了させることができま 
す。次回 [HP Recovery Manager ] を起動すると、バックアップ作成 
プロセスを続行するかどうかを確認するメッセージが表示されま 
す。 

リカバリディスクセットまたはリカバリフラッシュドライブを作成 

するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP Recovery 
Manager] (HP リカバリマネージャ ー ） 一 [HP Recovery Media 
Creation] ( HP リカバリメディアの作成）の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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システムの復元の実行 

[HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマネー ジャ ー ） ソフトウ エアを 
使用して、コンピューターを工場出荷時の状態に修復または復元できま 
す 。 [HP Recovery Manager ] は、リカバリディスク、リカバリフラッ 
シュドライブ、またはハードドライブ上の専用の復元用パーティシヨン 
(一部のモデルのみ）から実行できます。 


f 鄭を 記： コンピューターのハードドライブに障害が発生した場合や、コン 
U ピューターの動作上の問題を修正しようとする試みがすべて失敗した場 
合は、システムの復元を実行する必要があります。システムの復元は、 
コンピューターの問題を修正するための最後の手段として試みてくださ 
し、。 


システムの復元を実行する場合は、な下の点にミ主意してください。 

• システムの復元は、レ: i 前バックアップを行ったシステムに対しての 
み巧能です。 コン ピューターをセットアップしたらすぐに 、 [HP 
Recovery Manager ] を使巧してリカバリディスクセットまはリ 
カバリフラッシュドライブを作成することをおすすめします。 

• Windows は、[システムの復元]機能など、独自の修復機能を備えてい 
ます。これらの機能をまだ試していない場合は、試してから [HP 
Recovery Manager ] を使巧してください。 

• [HP Recovery Manager ] では、出荷時にプリインス!—ルされてい 
たソフトウてアのみが復元されます。このコンピューターに付属し 
ていなかったソフトウエアは、製造元の Web サイトからダウンロー 
ドした ファイルまた は製造元から提供されたディスクから再インス 
トールする必要があります。 

専用の復元用パーティションを使用した復元（一部のモデルのみ） 

ま巧の復元用パーティションを使巧する場合、復元処理中にオプション 

で1^1下のもののバックアップを実行できます：画像、音楽およびその他 

のオーディオ、ビデオや動画、録画したテレビ番組、ドキュメント、ス 

プレッドシートおよびプレゼンテーション、電子メール、インターネッ 
卜のお気に入りおよびインターネット設を 
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復元巧パーティシヨンからコンピューターを復元するには、な下の操作 
を行います。 

1. な下のどちらかの方まで [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマ 
ネージャー ） にアクセスします。 

• [スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP Recovery 
Manager] (HP リカ/くリマネージャ ー ） 一 [HP Recovery 
Manager] の順に選巧します。 

または 

• コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press 
the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示され 
ている間に esc キーを巧します。次に、画面に [ F 11 (System 
Recovery )] というメッセージが表示されている間に、 鬥1 キーを 
押します。 

2. [HP Recovery Manager ] ウィンドウの [System Recovery] (システ 
ムの復元）をクリックします。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

復元メディアを使用した復元 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 1枚目のリカバリディスクをお使いのコンピューターのナプティカ 
ルドライブまたは別売の外付けオプティカルドライブに挿入して 
から、コンピューターを再起動します。 

または 

お使いのコンピューターの USB コネクタにリカバリフラッシュ 
ドライブを巧入してから、コンピューターを再起動します。 


Pf 注記： コンピューターが再起動したときに自動的に [HP Recovery 
Manager ] ( HP リカバリマネージャ ー) が表示されない場合は、コ 
ンピューターのブート順巧を変更する必要があります。 


3. システムの起動時に f 9 キーを巧します。 

4. オプティカルドライブまたはフラッシュドライブを選択します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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コンピューターのブート順巧の変更 

リカバリディスクのブート順序を変更するには、な下の操作を行いま 
す。 

1. コンピューターを再起動します。 

2. コンピューターの再起動中に esc キーを押してから、 f 9 キーを押し 
てブートオプションを表示します。 

3. [Boot options ] (ブートオプション）ウィンドウで、 [Internal CD/ 
DVD ROM Drive] (内蔵 CD/DVD ROM ドライブ）を選択します。 

リカバリフラッシュドライブのブート順序を変更するには、な下の操 
作を行います。 

1. フラッシュドライブを USB コネクタに挿入します。 

2. コンピューターを再起動します。 

3. コンピューターの再起動中に esc キーを押してから、 f 9 キーを巧し 
てブートオプションを表示します。 

4. [Boot options ] ウィンドウで、フラッシュドライブを選択します。 

情報の/《ックアップおよび復元 

ファイルをバックアップして新しいソフトウェアを安全な場巧に保管す 
ることは、非常に重要です。その後も、新しいソフトウェアやデータ 
ファイルの追加に応じて定期的にバックアップを作成しておくようにし 
ます。 

システムをよりよく復元するためには、より新しいバックアツプが必要 
です。 


f 哉を 記： コンピューターがウィルスの攻撃を受けている場合や、主要なシ 
U ス テム コンポーネントが故障した場合は、最新のバックアップから復元 
を実行する必要があります。コンピューターの問題を修正するには、シ 
ステム全体の復元を試みる前に、まずバックアップを使巧した復元を試 
みて〈ださい。 


情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、または 
ディスクにバックアップできます。な下のようなときに、システムを 
バックアップします。 
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• を期的にスケジュールされた時刻 


が I 相す。 情ま席商厕こ パックアップするようにリマイン 


• コン ピューターを修復または復元する前 

• ハードウ； L アまたはソフトウ； L アを追加/変更する前 
ガイドライン： 

• Windows の[システムの復元]機能を使用してシステムの復元ポイン 

卜を作成し、定期的にオプティカルディスクまたは外付けハードド 
ライブにコピーします。システムの復元ポイントの巧巧方法につい 
て詳しくは、 63 ぺージの 「 Windows システムの復元ポイントの巧 
用 I をを照してください。 

• 個人用ファイルを [ドキュメント] ライブラリに保存し、このフナル 
ダーをを期的にバックアップします。 

• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、または メニュー 
バーの設をのスクリーンショット（画面のコピ ー) を撮って保存し 
ます。設定をもう一度入力する必要がある場合、画面のコピーを保 
存しておくと時間を節約できます。 

スクリーンショットを作成するには、な下の操作を行います。 

1. 保存する画面を表示させます。 

2. 表示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 

アクティブなウィンドウだけをコピーするには 、 alt + prt sc キーを 
押します。 

画面全体を コピー するには 、 prt sc キーを押します。 

3. ワープロソフトなどの文書を開くか新しく作成して [編集] 一 [貼り 
付け] の順に選択します。画面のイメージが文書に追加されます。 

4. 文書を保存して印刷します。 
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Windows の[バックアップと復元]の使用 

ガイドライン： 

• お使いのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認し 
てから、バックアップ処理を開始してください。 

• 処理完了まで十分な時間の余裕があるときにバックアップ処理を行 
います。ファイルサイズによっては、化理に1時間な上かかる場合 
があります。 

バックアップを作成するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ] 

一[バックアップと復元]の順に選択します。 

2. 画面の説明に沿って操作し、バックアップのスケジュール設定と 
バックアップの作成を行います。 


ま記. Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるための 
ユーザーアカウント制御機能が含まれています。ソフトウ; L アのイン 
ストール、ューティリティの実行、 Windows の設定変更などを行うとき 
に、ユーザーのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合があり 
ます。詳しくは、 J ヘルプとサポート I を参照してくださし、。 


Windows システムの復元ポイントの使用 

システムの復元ポイントによって、特定の時点でのハードドライブのス 
ナップシヨットに名前を付けて保巧できます。復元ポイント作成後に変 
更を破棄したい場合に、そのポイントまで戻ってシステムを回復できま 
す。 


を記： な前の復元ポイントに復元しても、最後の復元ポイント後に作成 
U されたデータ_ファイルや電子メールには影響がありません。 _ 


また、追加の復元ポイントを作成して、ファイルおよび設定の保護を強 
化できます。 

を元ポイントを作成するとき 

• ソフトウェアまたはハードウェアを追加/変更する前 

• コンピューターが最適な状態で動作しているとき（定期的に行いま 
す） 


を記： 復元ポイントまで戻した後に考えが変わった場合は、その復元を 
取り消すことができます。 
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システムの復元ポイントの作成 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ] 
一[システム]の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

な前のある日時の状態への復元 

コンピューターが最適な状態で動作していた（な前のある曰時に作成し 
た）復元ポイントまで戻すには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとセキュリティ] 
一[システム]の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. [システムの復元]をクリックします。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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7 サポート窓口 

サポート窓口へのお問い合わせ 

この ユーザー ガイド、 『HP ノートブックコンピューターリファレンス 
ガイド JL または[ヘルプとサポート]で提供されている情報で問題に対処 
できない場合は、レ: i 下の HP サポート窓口または『サー ビス およびサポー 
卜を受けるには』に記載されているサポート窓口にお問い合わせくださ 
い。 

http://www.hp.com/ao/contactHP 


注記： 日本な外の国や地域でのサポートについては、 
http://welcome.hp.com/countrv/us/en/wwcontact us.html (英語サイト） 
から該当する国や地域、または言語を選巧してください。 


ここでは、下のことを行うことができます。 

• HP のサービス担当をとオンラインでチャットする。 


段 f 注記： 特をの言語でサポート窓口とのチヤツトを利巧できない場合 
。は、英語でご利用ください。_ 


• HP のサポート窓口に電子メールで問い合わせる。 

• 各国の HP のサポート窓口の電話番号を調べる。 

• HP のサービスセンターを探す。 

ラベル 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解決し 
たり、コンピューターを日本国外で使用したりするときに必要な情報が 
記載されています。 

• シリアル番号ラベル：な下の情報を含む重要な情報が記載されてい 
ます。 
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r® 




心 hi: XXXXXXXX 11111111 |i||| ： ||||||V| 


Product: XXXXXXXX 
-Warrartty ： lylyOv 

xmxxx 


麵■■晒 


(1) 製品名 
口） シリアル番号 （s/n) 


(3) 製品ち号 （p/n) 

(4) 保証期間 


巧） モデルの説明 


これらの情報は、サポート窓口にお問い合わせになるときに必要で 
す。シリアル番号ラベルは、バッテリベイ内に貼付されています。 

• Microsoft ® Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー 
(Product Key、Product ID ) が記載されています。プロダクトキー 
は、オペレーテイングシステムのアップデートやトラブルシュー 
テイ ングのときに必要になる場合があります。 Microsoft Certificate 
of Authenticity はコンピューターの裏面にあります。 

• 規定ラベル：コンピューターの規をに関する情報が記載されていま 
す。規定ラベルは、バッテリベイ内に貼付されています。 

• 無線認を/認証ラベル（一部のモデルのみ）：オプシヨンの無線デバイ 
スに関する情報と、認定各国または各地域の一部の認定マークが記 
載されています。1つな上の無線デバイスを使巧している機種には、 
1つな上の認定ラベルが貼付されています。日本国外でモデムを使 
巧するときに、この情報が必要になる場合があります。無線認定/認 
証ラベルはバッテリベイの内側に貼付されています。 
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8 仕様 

• 入力電源 

• 動作損境 
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入力電源 

ここで説明する電源の情報は、お使いのコンピューターを国外で使巧す 
る場合に役立ちます。 

コンピューターは、 AC 電源または DC 電源から供給される DC 電力で動 
作します。 AC 電源は100〜240 V (50/60 Hz ) のま格に適合している必 
要があります。コンピューターは単独の DC 電源で動作しますが、コン 
ピューターの電力供給には、このコンピューター巧に HP から提供および 
認可されている AC アダプターまたは DC 電源のみを使用する必要があ 
ります。 

お使いのコンピューターは、な下の仕様の DC 電力で動作できます。 


入力電源 

定格 

動作電圧と電流 

19.5 V DC (6.5 A、 120 W の場合） 


HP 外部電源用 DC プラグ 



ま記： この製品は、最化充電量240 V rms な下の相対電圧によるノル 
ウェーの IT 電源システム用に設計されています。 

陵 f ; ま記： コンピューターの動作電圧および動作電流は、システムの規をラ 
ベルに記載されています。 
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動作環境 


項目 

メ ートル 

U . S . 

温度 

動作時（オプティカルディスク 

5〜35。じ 

41〜95で 

書き込み中） 



非動作時 

-20 〜60で 

-4 〜140す 

相対湿度（結露しないこと） 

動作時 

10〜90% 

10 〜 90% 

非動作時 

5〜95% 

5-95% 

虽大標高 （非与圧） 

動作時 

-15 〜3,048 m 

-50 〜 10,000 フイート 

非動作時 

-15 〜12,192 m 

-50 〜 40,000 フイート 


動作環境 目9 













A RAID 0 (—部のモデルのみ） 

ハードドライブが 2 つあるモデルのコンピューターの中には、 RAID 0 構成で出荷されてい 
るものがあります。 RAID は、大きいサイズのファイルで頻繁に作業したり、コンピュー 
夕一のストレージのパフォーマンスを向上させたりしたいコンピューターのユーザーに 
とって利点があります。 RAID 0 では、両方のドライブにデータが分散されます。データを 
両方のドライブから同時に読み取るため、これによって、特に大きなサイズのファイルの 
データをより高速に読み取ることができます。ただし、 RAID 0 には耐障害性がなく、 1 つ 
のドライブの障害時にはアレイ全体に障害が発生することを意味します。 

RAID 0 の書き込みパフォーマンスを強化するため、 Intel Rapid Storage Technology では 
ボリュームのライトバックキャッシュを実装しています。ボリュームのライトバック 
キャッシュを使用すると、キャッシュをバッファーに保存できるようになり、 コア レシング 
機能が向上します。キャッシュは初期設定で有効にされており、 Intel Rapid Storage 
Technology で無効にすることも、再び有効にすることもできます。キャッシュを有効にす 
る場合は、 UPS (Uninterrupted Power Supply) を使用することをおすすめします。 

RAID 0の無効化 


么 を 意： RAID 0 を無効にすると、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードドライ 
ブがち フォーマッ トされます。 コンピューター 上に作成したすべての ファイル および イン 
ス I 'ールしたすべてのソフトウェアが完全に削除されます。 RAID 0 を無効にする前に、情 
報をバックアップし、リカバリディスクのセットを作成してください。詳しくは、 

56 ぺージの「バックアッフおよび復元 I を参照してくださし、。_ _ 

RAID 0 を無効にするには、レ U 下の操作を巧います。 

1. リカバリディスクのセットを作成します。 RAID 0 を無効にした後、ハードドライブ 
の内容は完全に消去されます。詳しくは 56 ページの「バックアップおよび復元 J を 
参照してください。 

イメージ全体を復元する場合は、サービスリカバリディスクがあることを確認して 
ください。最小限の工場出荷時のイメ ージを復元する場合は、 [HP Recovery 
Manager] を使用して作成したリカバリディスクのセットがあることを確認してくだ 
さい。 


(■誤; ま記： 必要なすべての個人用ファイルをバックアップしていることを確認して〈だ 
し*さい。このコンピューターに付属していないソフトウェアは、製造元の Web サイトか 
らダウンロー ドしたファイルまたは製造元から提供されたディスクなどを使巧して、 
別途、再インストールする必要があります。 


2. コンピューターの電源を入れるか、再起動します。画面の左下隅に [Press the ESC 
key for Startup Menu] というメッセージが表示されている間に、 esc キーを押します。 
[Startup Menu] (スタートアップメニュ ー） が表示されたら け〇 キーを押します。 

3. 矢 EP キーを 使用して [System Configuration ] (システムコンフイギュレーシヨン） 
を選択し 、 [RAID OROM 川] (RAID OROM ユーザーインターフェイス） を [ enable ] 
(有効）に変更しまず。 


付録 A 


RAID 0 (—部のモデルのみ） 












4. 矢印キーを使用して [ Exit ] (終了）一 [Exit Saving Changes ] (変更を保存して終 
了）の順に選キ尺し、 [ Yes ] (はい）をクリックして変更を保存し、コンピユーターを 
巧起動します。 

5. POST 画面が表示されたら、 ctrl + i キーを押してコンフィギユレーシヨンユーティ 
リティを起動します。 

6. [ Main ] (メイン）メニユーで、上矢印キーや下矢印キーを使用して [3. Reset Disks to 
Non - RAID ] (3. 非 RAID へのディスクの再設定）を選キ尺して、 enter キーを押します。 
[Reset RAID Data] (RAID データのリセット）ウィンドウが表示されます。 

7. スペースバーを押して、最初のハードドライブを選巧してから、下矢印キーとスペー 
スバーを押して2香目のハードドライブを選がします。 

8. enter キーを巧してから y キーを巧して選巧を確認します。 


を患： 選巧を確定すると、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードドライ 
ブが再フホーマットされます。 


9. 下矢印キーを使用して、 [5. Exit ] 巧.終了）を選択します。 

10. enter キーを巧してから y キーを巧します。 [No bootable device] (起動可能なデバイ 
スがありません）というメッセージが画面に表示されます。 

11. 1枚目のサービスリカバリディスクまたは自分で作成した1枚目のリカバリディ 
スクを挿入してから、コンピューターを再起動します。 

12. f9 キーを巧してブートオプションメニューを表示し、ブートデバイスとして 
[Internal CD/DVD ROM Drive] (内蔵 CD/DVD ROM ドライブ）を選択します。 

13. サービスリカバリディスクのセットを使用した場合は、画面の説明におって操作し、 
復元を完了します。 

または 

自分で作成したリカバリディスクのセットを使用した場合は、 [Minimized System 
Recovery] (最小限のシステムの復元）を選択してから、画面の説明に沿って操作し、 
復元を完了します。 


RAID 0 の無効化 
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